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？本人が幻兼吉見たのか、  
ているのか？）  
1丁：碗i東新内甘．1i岳；由如葵▲  

lた（翌納まで），  とウトウ卜してし  
ぺる勤作、欝の中を排個、手を  
などがみられた．  
しており呼びかけへの反応も乏  
的に入陵．鰯瀬上、全組性の  

耐藤蒜i‾1丁白初治亭二束壷蒔  

本納服用橡、■♯行動  
大■でわらう．★昧不明の事を   

℃．打田瀾膵柑．  
2叩丁／0打21インフルエンザの転帰：軽快  

2∞l／1／即インフルエンザに対して、寒剤の投与を開始二  
Z叩8ハ／紬内服僕之＃から■叔へれび出すれ常宿勘が発現．特別な処覆はな  
し．本州の投与を中止．  
2伽8／1／31鼻≠行動は回憺．  

Å重々ラブ／し王ジず  

200丁／1／之8 牢間10℃の発熱があり．当施設に遭  
と幹断され、本州之日分電処方．咽服用橡にt吐．   208丁ハ／ll  

t00丁／l／l，  

引Xけ′川和  

200丁／I／引  
Z00T／2ノl  

2叩丁′1／29凋腋用牡卜明晩の肌麟ぐ．モの繍．ベランダへ出て行った（マ  
ンションのlO牡＃）．母■が割■によれ痍した織．削、てトイレヘ駆け込れ大  
■を上ける．■井桁勤（非エー）発現．本人は一連の記愴なし．モの捜、如、し  
つけ、■♯行動は個闇．モの壌、地鳥鮫に実験、本納をユ日分処方され隕用を  
≠績したが、■♯なし．  

2何日の甘用  
瞳、5－10，I間  

2仰7／之／l＊州内農鴨丁  

貞竜あ扁だ由高二  200丁／ユ／l島 本椚投与開始トユ月  
t附覆は固愴．  

228）。鷺娘混濁が発現。   

れ♯書勤（非1t）集札豪族が止め大■lこは至らなかった 
。 2伽丁／3／22■♯雷働個欄．発熱もなくなった▲に本無の投与を中止した．  

繭痍：繭痛  

2帥7／2ハl発熱、咽   
200丁／〟20受甘．朝上り鳳○℃の発軌捜査にてインフルエンザA型と判定十本  
椚側・5Mt只乙〃ヨ∴コカール○朋〟国■よ、アリメジン5Mしアスワヰ…、メクロ  
セリン丁．h〟日処方．車軸8．訃叫／日投与．  
200†／2／21い5：仰）ヰていた子供が息に大■を出して隷に命令口綱でしやべり  
だし、走り出して暮れた．員欄津川飢非11〉発札5分譲位でおさまり本人はまた  
ヰていた．（柑；畑■博行廿圃堰．その後そのことについて本人に即くもまったく  
父えていない．本州化らmlX2′日投与．  
2叩丁／2乃2★刑ヰl．5mlノ日投与．  
200丁／3／7（1）兜れ．夜中には胡．5℃→30．5℃．突然わけのわからない事を大  
■で叫び、走り出し、兄にヰいかかった，また何かが見えると幻覚症状を訴え  
る．身体を暮わせて混乱した様子だった．入♯行動（非暮蝿）発現 
． 2∝け／3／8彙鯵．インフルエンザ8セと判定．前回と間じ集を母績が希望．本刑  
投射、かんにかかわらず．同機の症状出現．  
不明 ■竹行勤回慎．  

2ノ日）．  

200ー／】／†ほl畑）〇8■ぐCの舞赤があり、本糾5mt内服（咽日通、入眠した．  
200丁／a／8（l＝00〉ぶつぶつとつぶやさながら歩さ回っていた．母が熱がつくと、引  
さFのロックを外してベランダを出ようとLていた．母が■をかけると止まった。  
モの鴫点で体温軋8’cと＃熱していた．抱をナるうちに泣き出した．ー右手に軋  
左手に凰膚と書っていた．「捜している犠が郎塵の中になかったので、べランダ  
にあると思い．ベラン列こ出ようとした止育っていた．■♯行動（非工篤）策軋  
（3：咄次鶉に＃ち机lて入眠した．■♯朽助回書 
． 2叩月／帆嘲）起床時は異常なかった．本人は前日のこと如、なり紀憺していた．  

200／3／5     日ユ0  

ヱ00丁／3／8     830  

2DOT／ユ／O z＝）8  

～mT／ユ／丁    2‖】8  

▲児はマンションTFに居住していた．インフルエンザ軽快． ‘  
旨わブんiジず占垂舷  

投与開始当日10加墳当附こてインフルエンザ迅速検査で8型と抄斬される．  

12伽頃タミフル75m〟臥ムコダイン、アストミンを内乱柑＝∞壌意味不明の  

発情や行動をとり始めた，この時発熱なし．15カ0－16伽切回復し、正常状職と  
なった．本人にこの時の記憶なし．以後、タミフルの内報は中止。ムコダイン、ア  
スト≡ンは投与は鋏（～投与相即  

この時の記憮なし   

リン酸オセルタミビル  



異常な行動  

（駄離中：0、♯■  
駄嚢中か苓か  中じ●ない：×）  惧嚢中の■倉、 鼠■■鋼から鶉 t■での●M  

■井な行■の▲体的な騨■  
（例：幻先については■体的に何が見えたか？本人が幻鷺をよたのか、  

tが幻文書見ていたょうだとtゥているのか？）  

■十な行■貴覆■納  

繭〉沌‾電熱こ職こ韻禎さ銅こ五j帽痩論二i恵論袈と診廟ぎホニう古事；‾  
クス、ダーゼンをぬ方された．  
肌／3／川tホ糟織し、闘峡市鯵．インフルエンザ迅速キットでは姑性．臨床  
的にインフルエンザと鯵断し、タミフル150叫及びフルタゾール処方．  

200ユ／∂／用道警しない、活鋤性低下などのた化を艶めた．タミフルはこの頃服  

用中止．  
之003／3／1丁間統＃鯵．ソルヂム1点濃中、突然意味不明の発雷や行動が見ら  
れた．  
之t胱l／3／11同様の症状あり．他快縮介となる．小児科入続の上、璃部CT、隠  
濃牡t、腐濃施行するも明らかな。■常置めす．上気遭欄に対する治■のみを行  
い縫遇嘲膿としたが、岡日も■♯抒勤あり、活気乏しかった．  
2∝ほ／き／卸徐々に活気改書．■兼行蝕も色めす．  
之003月／21遺鏡．  
皿／8／25外素量■町削J川陀し．  

◎■■憎  
①薫l■レベルの憶下  ①■十行■  

…慧・；：ミ ：琵；≡  

2鵬′1／＝l †81日  

加6／3／8 インフルエンサ8聖■染発蛙．  
加5／3／7インフルエンザ8璧と書断．（11；00）タミフル諷用．（2l：00）タミフル服  
用．（幻：的）「おかしい」「ふとん書かぶると肌がムニムニーる」歩さ図り、パニッ  
ク扶書となる．「砂がみえるJr竃に老人がみえる」  
却粥川射朋（ま：∬）自宅から他扶へれ■事にて牡送．1鯵晴は鳶職一明．体1  
胡．1℃．本州投与中止．（3：∝け国t．当■小児科外来■鸞■．肌8℃、鷺職清  
明．1攣断1上の■欄は嘗めない．本日より鼻州内服すべて中止．  

印○さ／】′1    －I：l河  

川Sノユ／Tl！t＝00  

2叩5／〟11わすかの■虎杖のみ一靖治■  

のことは本人l土鷺えてい机l）．乗鴨なし．せん妄状態㈹晴肌15一節分母膿  
が穐書かかえると圃慎．怯打山川帽■瞥入tナる机書度択のわからない青＃  
が発現し、＃よ最暮が抱さかかえると回t．せん豪壮汝精練晴間：15一卸分  

200ら／ほ／15！2なユ○、2む的  

2桐／2ノ6（夕方）発熱あり．  
之帥〝〝l（10：00t■〉当科初■．インフルエンザA聖と鯵ホ．熱性痩書の既往有  
り、本州を処方．（剛毛牡12こ15）タミフル知叫1国分を内用し、居Ⅶで♯た．  
く川：1朝突然飴書上がり、ペットボトル壬さしだしたら、一口ロにし、払いのけ、両  
手舎さし上け「こわいこわい」と書ってtざ出した．立ち上がり、走り出そうな感じ  
があり、大人l人で辞さえつけた．せん豪集欄．10分拉で鶉ち書いたが、モの嗅  
当科■棄．く15：00）■乗鴨lこl重責牡清明となった机食のため入験とした．以■，  
せん宴兜現まで敲ヰせす．（17：柑）賭しかけても食惜が成立しない．せん妾発  
現．（紬81）豪な暮をtう、娩■が合わす食性が不成立、手足をばたばたさせ  
る」軋失欄．せん裏発す．0丁舞▲：■♯なし．九床檎t儀上、フィブリノゲン  

2吼FDPl乱D－タイマー勺乱PⅣ仙Hmm鵬U／〃L、よ闇黒★止包子帥t、★＼Ⅶ  

虚子l軌1．★×田子12鷺蠣V瓜田千の▲少を筐めた．陣割は不明である肌蹴  
■．  
2叩l／〟7（1：2引■に塵故になる、口舌くちゃくちやさせる、「うーん．うーん」と書  
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1l．tき  

け：t5  

王t：51  

1：之5  

l31  

l：ほ  

●伽  

覆2t  

①■賽 ◎凝聾≠Ⅶ由子1▲少  
い、即土聞けていもが襖■を合わせない、立ったが足元からふらつく、ポータブ  
ルトイレで用をたし、にわい、こわい」rはすかしい、はすかしい」と雷う．せん妄  
尭璃．（1：瑚左の口角をつり上け剛■して「うーん、うーんJと讐う．せん妄発現．  
（1：は）■l」邑さ上がって博しかけてもまったく♯楓．尿失♯．せん裏乗積．く8創）  
■に起さ上がり．菖1が書遭でない．ポータブルトイレにて優慶する．せん妾発  
現．（正午欄せ油川い1∬℃台となる．本州中止し、シスダイン2知【■×訓囲′日．と  
ベンズ■チベビジン20－叩刈個／日へtモし投与開場（～〟13）．MRl棄点：■≠  
なし．鴫州は不明である机獣ヰ．  
間／〟8（α之l）♯員する鴫に2分くらい「ぽ一つJとしていた．計1回せん妄発現  
したが、いすれも自然職快した．  
咽当たりの㈹鴨聞：2－10分間．体乳仙爪泊．眉波捜査実施：九禦なし  
2間●／打l正午壌より．＃び発■し．一日℃まで上昇．  
200l／〟10集会に凧h  
2008／〟†1インフルエンザ国t．（11：00）せん宴園壇し、遭幌．簾V〔因子の減少  
呵1．トロン札へ′けラテンともども固慎していることより、－■性の濾少と考え  
られる．  

1i謝硝；孟諭篭：嶺禰こ徹さぎ鮪葛ニイカJじ主ジずi塑と静‾  

斬．（l銃刑）タミフルく亜．5M心服用し蜘1で安静臥床させた喚母飢が六い鞠に外  
出．（11：油）1児が玄関から外出しているのを発見し．自宅内に遮れ良したが童  
内を薔■を発しながらグルゲル■る．ガラス戸善たたく症状が川分間近くみられ  
た．集熟、発汗症状もみられたので雷tえさせて島児の兄が声をかけたら症状  
がス一つと消失し曽遡による．化1畑）タミフル之即日鬼用（札5巾♪．（出伽）「ウー  
ウー1と蘭■舌先し起き上がろうとした．5分間位で症状は消失．  
2洞化／lインフルエンザ職快・河t  

篤猟：嶺醸ぎ主観i三乗  インフルエンザA型と鯵断  
シロップ1．8■X2圃／日処方．■飢本刑内膿．（15：抑墳淋那8．0℃．（約1時間  
後）働tの中を■にウロウロ歩せ嘔ほという1♯行動発札モの緩、安静にて落  
ち着き掴できた．同8再鯵し、溶遵■◆を杜絶．＊榊投与中止、水分欄輸、安  
静を相承した．  

200○／t／2d・ ■劃  2伽lハ／之I l晴間鎗  

加8／け2丁（年前）■♯行働個Ⅷ．インフルエンザも回復  習練束練二論宅お轍  

うとしたり、責嘩不明な措をしてくろ．＊人は父えていない。その瞳、ホ】剛ま処方  タミフル80MIXl／回投与．（潔痩）入眼中の■十行勤先攻（非1薫）．起さ上がろ  せす．他統（歎息外来）贅鯵．入檎．リレンザ服用（特に間任なし）   
200丁／2／2    鋏  280丁／2／2    夜中  

リン酸オセルタミピル  



異常な行動  

コダインと混合しl／21内服した（咽分）．（1丁加）タミフル1／2叩（37．5mt）内凧．  
3＝℃。（2l：腑鵬ヰ．胸刑）突然起さ上がり書いものが降ってくるから逃げると  
書い出し、割■から飛び出ようとする．幻薫無札  

84  BOTOロ80！け    年  力性  幻鷺   ～007′3／25  l側 17側  2mT／コ／25     24：0【I   0   Y”  llll椚  杓8■l■  No  ●■■書  
珊丁／3／28（D：00）水分摂取させ膚ち着かせる机硝仰の附こ敵国起き上がリ  

No   鶉I  

なものが1檎に薄ちてくる、襲ってくるから州こ出ないといけない、逃lナないとい  
けないと書鷹外へ飛び出そうとするところを憫止しヰかせた．その後敵臥合計  
数十回向樺の行動があった．（丁伽頃）消失し蹴眠した．（仙00Ⅷ）責醸し、蓼で  
あったと白鷺．入頬桁勤については把檀がないと．3l．8℃．（‖側）解熱し落ち着  
いており、ほぼ正♯化した．の鸞回す．  
純一／3／28インフルエンザ蛙一快・胞檀．   

200丁／3／11（Ⅷ：00〉38．8℃．  （引力○壌）モの醜、  

突然賞たし「手に怪獣がいる」と発菖．胃び入瞳した帆次に目を鸞優した晴「行  
かなさや」とtって玄朋に向かって行った．  

200丁／3ハ2（000）救急事を暮l斉し．救急＋が劉■した壌はほぼ讐通にもどって  

（Mさ）自書用書にて兼併  

自宅でタミフルを内服、モの後入  
暇．†ユ側「ワッ」とう声に気づき、ベランダの方へ走るのが見えた。力すくで止め  
ょうとナる机一行く」と叫びながらベランダを自稚す．何とかトイレに連れ込むが  
r出て行け比叫びながらトイレットペーパー右投げたりした。その軋別けわっ  
たような鍬をしていた．6分くらいで慧托を取りよしたように、書iの食指が出来  
るようになった．近臣で賛鯵瞳、★還された．1800搬送時、亀城は汁明．  

2007／●／20（7咄憤然ワーと発声しながら部員の中を走り回る，包丁を持った  
男の人が動、かけてくるという幻枕．慧托清明で、後にこの時の妃Ⅷあり．  
（ll：叫朋母がTい鋤からよもと、戚の隅でかがんでいる．上記と同様の幻視で  
隠れていたとのこと．（13側）他験に緊急入鏡体刑内服を中止）．その阻幻乳  

’ 
． 

之007／3／8  

①Y●■  

伽○  ①集魚㈹ ③蠣相和  

入♯行勤はなし．  
200†／■／之ユ インフルエンザ画吐  

出そうとした．女人がとめたので事な含を得た．点書に「どうしたゐ？」と聞くと、  
r魚釣りに行く」と奪えた．  
2007／3／10れ♯行動は回t．本斯投与繰練（－3月t2日）．この仰、■井行動は  
眩められなかった．  トー＝－・‥一－  

蔦）．ヰていたが胡分ほどして起亡て外へれび出モうとした．－且譜ち力れ、た帆  
■ぴパジャマをどリヒリにせるくらい■れだしたため、■枕へ搬送．モの後、すぐ  
に鱒の■錬に搬送された（繰■は不明）．体力引l純した様子ではあったが、モ  

200－／ユ／30 一   夕  280丁／3ノ∽  

l   

回目服用．このときの体温8℡5℃．積lこなってテレビを見ていt融用から†時間 が鯉遺したころ、「1軌、」と書って如tを飛び出し、父飢がやっと抑えることがで  
きた．3分で繕ち暮いた．モの壌も本和服用を穐絨トユ月2日）するも間糧なし．  
2叩丁／ユ／2れ井行勤は回慎．  

ヱ00丁／2／2丁    2α0（I  

－－－－▼＿．▼＿＿＿し＿▼＿．＿＿＿．■＿＿  

ラ‾補元る舶凛こ  インフルエンザA型と診断。本  
†巾S巾lの投与を開削なお．′くクシダールはインフルエンザ検査を痛感ノて仁、  
たた捌こ処方）．（lO伽）コタツでヰていた．（20畑）突然に■い書いと且L、で窓を  
開けてtの障る外に飛び出した．母親が帰るように言っても、なかなか賄って乗  
ず外でば一つとしていた．母親はふざけていると思い叱った．「★L、から裔を閉  
めるよJと書ったら、とばとぽと帰ってきた．しばらくして就中した，  
2叩ユ′ユ／18狸l削これ夜のことを貰えていなかった．（8珊）本削5叩服用．鍵絨  
したもののれ書は眩められなかった．  
200ユ／3／19（8・00〉本州循m一徹用．  
2t坤3／3／2q（1   

Cの発熱）で、  

と判断し本軌払方」納本刑投与開始．（15r叩X2／日）．（23＝卸〉夕士撞、本剤  
ヰ5mt引毎日を服用．絨ヰ壌、23時卸分壌、急に目をl机、て立ち上がる．母親は  
積で凍ていた．モして「リカはここにはいられない、州＝行かなきや止菖って玄㈱  
から州こ出ようとしたが母線が抱卵、かえて止れ再び寝た．曇簾行動（非1蔦）  
発札（ト2時間組またたき上がり「学校に行かなきや」と言って富のカーテンを  

聞けた．再び優れが抱きかかえ止め、モして寝た．（王に1時間後潤び起き上が  
り「学校に行く」と書って起さ上がった．射出8．rC．母親はニュースを見て、本  
刑の椚作用を知っていたので次の日は服用させなかった．  
200丁ノ2／Z8（…）れ≠行動国債．  
2007／3／1インフルエンザ軽快  

I  

引那‖／3／t2     タ  20耶／3／18（2：ユ○憤然一人で起きだして、玄朋から外に出て、1メートル以上の柵  
を乗り越えて外に走り出した．れ潜行勤（非1兼）集札れ常行動回匂L本人は  
全く士えていない．  

‾紋■奮励こ  
2聞7／8／28（午前中）本眺来院、インフルエンザ簡易キットにてインフルエンザA  
型鯵断．（夕方）咽日の本剤75叫服礼服用後敷時W後、自宅虎を排宿してい  
るのを手族が見付ける．記憶陣書俳1簸）集札（夜帆闇声を発する．異常行  
凱奇声（非1鷺）集札  
2007／3／29回復した．回復後、本人へ、前日夕方よりの行動について妃憎がな  
かったとコメントした．  

2抑？／3／2鳥， タカ  

本削は†回のみ75m一服用し  その挫は中止   

＝－′一拍★・十▼仙々きドル  



異常な行動  

（れ瞳中こ0、牡ヰ  

航ヰ中か青か  中じやない：X〉  

匝中の●倉．  
■■■鋤から鶉  
■象での榔  

暮tな行■の人体的な絆巾  
（例：幻暮については▲♯的に何が1えたか？＊人が幻鷺を丈たのれ  

れが幻1書見ていたようだと↑っているのか？）  

■井な行■鋼礪■榊  

愉．彙丘闊自他父所見：発熱ユ8℃拍1／〟l）、壌．洲ヒ義症状（■吐、下痢）．  
【川：間切）本州初野服用■、2時間くらいして、巨つきがたわって、しきりに外に出  
ようとしたり、何か択のわからないことを青ったりした．多tの発汗があった。れ  
鶉行勧（葬暮薫）先攻．  
珊丁′打8鼻♯行勤国旗．  
200丁′之′丁 ト2／○〉残りの木綿をすべて≠用ナるも同樽の虎杖の出現なし．  

■一 
巾て論軒i轍甜㈲白浦‾  脚l／○ま／02 インフルエンザA  

内慮し、♯触刑を札用し欽ヰ．   
2004川〟02（1与：00囁）書■陣書→ベランダから（マンション8F）飛び叶りる．外  

20朋ハ／川（川：叩）38℃台の免■、輔出す．  
珊／1／llインフルエンザA璧と鯵断．（12：鳩沖ミフル投与開始（105叫／8）．  
（柑：抽舟下に立ち「布団が蝕になったノと■って布団舌持ち上けた牡、息に外に  
向かって走って出て行こうとした．A♯書触発観．釣卸分樽欄．（t4こ吋憤納受  
抄．入檎．入験■は■書書れ出璃せす．  
御／1′20（8畑）解熱し暮殿と暮わらない穏に向t．本州中止．入♯行動固  
t．  
200●ハ乃1インフルエンザ囲t．  
2冊′1月1遺構．  

【  

200dハハI lと】○  
◎■性■暮  
◎■t市■  

冊／1／加 インフルエンザ▲発虚．覆、38．d℃の舞艶．  
脚／1／2†インフルエンザ∧璧と鯵斬．タミフル投与朋膿．1／之丁：夕（5一打Ⅶ／日）  
t／翔一1／20：■夕（6TM■X〟別1／諏：麟（57叫／日）  
州ハ／28♯熟．38℃台．★職牒爛■はあったので内線♯継続．  
2冊ハ／創巨慣■什書、行動■♯発破．■牡が▲く．突然放いたり、テレビを急  
に綱したり、キ1と手書つなぎたがりーママ」と呼ぶ．母の＃が1えないと探ナ．  
多軸あり．1恥lかけに応著せす．ボーッとしている．暮を怖がる．人混みを怖が  
る．tっていることが多い．  
加伽／1／卸∧匿統彙鯵し、本州投与中止」摘川ははび壌職のためクラリシツ  
ド、ナストマリ、ムコツルパンを投与．（11朋旭検量書．母義の＃暮なt環を相  
場し、l－2日博子毛見るよう伝え帰宅させた．  
之00lハ／81∧正統■鯵．インフルエンザ軽快．811統緒介となる．外来にて璃飼  
OT、血濃♯董1抒．鼻1悔し．本人の虚状1ま牡快♯向にあるが、鼻水的には  
不文．  
郡l／打l線量t幕のためG■統入臍．HRt施行．■鸞なし．35．1℃．（12晴隕）  
200●／打3外泊へ．この慎より正★の状職と不安の強い状娘が交互になる。  
m／〟8外泊より州峡．職扶す向にあるため過檎とした．  
m●／ぴ8ほぼ正♯の扶血のみlこなる．  
2∝帽／〟10外来繋■．繊鯵とした．（惰檜隷書、退庁現■回牡）  

（川■■書  
◎1行抒■  

帆タ、  

1  

200l／肌用＝1：00一1：lら  
20朋／Otハ】】圧00－12側  綱〝1／17く‖：抑－12：00）暮蓼を1て怖いといい外出しようとして泣いて叫ん  

だ．嘲．タ、タミフル内々．  
2001ハ／1● 前日夕方まで内瓜し投与中止とした．  
200l／1／却 中止壌39℃以上の熱が下がり症状何せ．異常行動回復。  夜間にr事抜へ行く一といいランドセルをTlい外出しようとした．■≠行■発 現．  
取高7i初補色ノi‾i魂だあて析ラ横井弼盲モま葛：長与蔀きが来も∵甜  
さん怖い」と書って起き出した．tにいた母が大丈夫だとなだめたら薫ち着い  
た．  
（岬）せん妄回書．本州内服ナるも■禦なし．  
針l／○夜体刑内服捜、蜘l．夜附こ■に起さ出してヰ書僻鞠不明）があった．  
付／相加）せん宴画牡．木綿内服するも■禦なし．以降♯納内服するも症状再現  
なしとのこと．  

①別側／8′8  

◎20仇／8／I  

2伽丁／ユ／用インフルエンザ∧聖と穐定鯵断．（夕方）タミフル丁5Mtl国内膿．症状  

なし．  
‡00丁／○ユ／l†（8：咄体刑？Sm■内服．（10：00淋が熱い虎杖訴える．その縫母親が  
日を放した書に一人  
で隷書■き玄Hを出ようとしていた．■児の蜂が気付蕾止めた為、大事には至ら  
なかった．本人は寛えていないとの書．鐘状が出たとさは熟がまだ側℃ほどで  
あった．モのtヰ義がヰかしつけた．（1出氾〉畦屯より鸞醒．鷺■汁明．  
母れが壌で恥、てみると「体が熱く膿じたjと、玄関でスニーカー豪履こうとしたこ  
となどは暮えていなかったと．  
本納投与中止．  

208丁／】／川    夕方  
！㈲丁／】／l？   l側  

薩耐が：笑ぢモ簸ぎ藍  
2005／乙／2l■ ■用之Il州繰  ■下を走り出した．「どうしてかわからない机笑いたくなったし、走りたくなった」  

と本人が説明  
2∝18／1／31（28：仰）夜中、トイレに起書たとき、  
両親の麒が分からなかった．  
2001／2／81暮■清明となった．  

2001／りJll 不明  

ユ8℃、靖■、咳、▲症状（▲  
水、▲づまり、くしやみ軋タミフルドライシロップ柏m■服用．（柑カ○）保は寺が不  
在であった机t織に1たときは睡嶋中だった．ポーつとヰていて不安にな仇  
怖い人がせたと思ってマンション丁＃のベランダから下をのぞき、その後、棟足で  
階下の友遽の蒙に行き．モこで保捜された．  
（1丁：00）来鏡軋体1】8J℃、薫斗清明．（2叩○）穫暇中起きだして、「外へ出た  
いjと青い、ベランダの方へ行き、力一千ンを開けて出ようとした．裁人が阻止す  
ると、「1が泉たい．弟が下にいるJと書って、玄蘭の方へ行って外へ出ようとす  
る．祁分くらいで龍ち書いてきたが、rしんとしていたら怖い」と言い、本を挟んだ  
り、テレビを見たりして、1¢分くらいして峨った．  

一   
の   
N   

2007／03／2之インフルエンザ伺龍  

り、ノ砂オ十ル勺さビル  



異常な行動  

闇  飲ヰ中の斗禽、  ■鷺な行Il  

2′24インフルエンずに対して、  

t05  BOTO】31ユ8  10年  男性  ■欄粁汀l   1007′2／2■ 20ロー′2／24  口 孜  

2／25（4：00）書段している嶋儀を   

にいて二て、  
ハ 疾患力あるため入続  

‖】6  88TOり糾7  川年  よ性  ■十行動  ●       ／2欄、本州2阿白鳳用から1  
♯したにの時点では解職し   

8／  
フノ  
（仰  

よ  
に  

旧  l抑｝25S   

l’○≡年  l舅性  1晰勘  

る．  

l20…  夕   lO  l  【  旧  巨・・  l佃繊  l  l鵬  tN。  ‡N。  lN。  i－      l芸  l】   
が、揮ち書きをとり覆し．再び畦眠．  
200丁′l／2一触はあるものの．れ日のような1≠な様子は僅められない，  
2000／l／25 t11：30．7℃ 熱が下がったと巣局に来られる。  
20q8／1／2丁 インフルエンザ軽快咽軋  
2008A甘行動回せ．  

ZWTハ／25     夕  

2007／J／∂    12カ0  

200丁／】／I  

Z007乃／8（ほ；00）インフルエンザで乗晩．本州を処方され、帰宅し服用．  
（11創）突然靴下をt蕾曇れて州こ飛び出した．母親が押え付け、何事にもな  
らなかった．1♯行動は回復．  

20桐畑†／22（1紬○）発熱．  

ル1■【分か如方．（1†00けウゼリン、カロナール各汀内乱軽食隕机（1730）タ  
ミフル内服（仰m〆8）．（18カ0隕）幻覚症状及びれ井桁勤出札怖がって逃げる．  
rお母さ－ん」と叫ぶ．「怖い、怖いJと泣く．（川畑墳）歌書．（lO：20）当杭tl舌連絡  2000′○†／23【相加）インフルエンザA型と鯵断．ナウゼリン、カロナール、タミフ    あり．  

インフルエンザ治慮  及び幻鷺症状消失を確耽，  

＃鮒三モ醸がが亡チう石窟妄’  
伴う全身穐畿■の強し、．タミフル2カプセルを処方（王国／日）血（夕方）タミフルー5m■  
内丑．  

2帥8／打11（0：㈹）■♯行動乗積．団地2Fのおどり壌よリ土龍．（l：30）当院救急  

井逮．摘挫傷、照t甘折．帝大払甘t折．  
20叩／ぴ15（1a：却）大見書手術目的にてC病棟へ転院．転院時にはよ♯行動回  
復．  
不明＝両犬用欄骨に対して、転統址手術実施。  
2008作／31遺陳．同大鴇サ折は軽快。外来にてフォロー中．   

篠根から賞増していたわけではなく．日は賞めていたが、せん妾状態とも考えら  
れる．  

幼少抑こ■正の  ■■■あリ  之qOtl／2／lO    夕方  

i－葡こ  ので．母親が同じインフル  
エンザだろうと思し＼蛛lこ処方されたタミフル†2MIXl／日を飲ませた．（之l仙）夜、  
突然18℃台の兜鵬が起こった．  
2（和一／む凰I佃：卸）服用後的10晴間経過した咽、獣ヰ中突然起き上がり俳個を  
はじめた．駅のわからない■をさけび走りだしたので、母親が制止しようとした  
が、おさえきれγ父親を呼び2人がかりでおさえ込んだ．（悶5）正気を取り戻し  
た．（lOこ00〉当隣量鯵．インフルエンザ∧型と鯵斬。インフルエンザA型治♯の為．  
本綱72mlXl／日の投与開始．  
2∝lT／〟21インフルエンザの転帰：固檀  

2師丁／2／201 830  ■暇疇驚愕虚■  

①やラずみ拒もiな入が入ぢモ盲右と寒天  
l00丁／l／川」  概  
l007／2′柑．  嘲   

⑦トイレの♯よりれび出し自宅のまわりを♯足で走り、川の申まで入った．田ん  
一緒俳個、モの捜しばらく憫構に障れていた．  
①卦ナろという■が聞こえた  と本人が肪えた  
ウロウロ鸞の中を数回歩さ回った  

橿りしめた． その後ガラス戸を居で叩いて、ガラスを割ってし辛った．左足を切って、外科で維  

2【和丁／〟05インフルエンザ8型と鯵断．（柑00）タミフル75mlXl回／日投与開  

始．  

200？／2／l（8創）タミフル丁5ml服札（19加）タミフルー5ml服用咽白く夕土緩）．  

（2l：【氾）入眠．  
Z叩7／〟了（2側）れ兼行勤発現．うわ書を言って起き上がり、トイレに行った後 
、 rフツプツ」書いながらベランダや玄関の敷カ所のドアを聞け、外へ出ようとした．  
母親が必死に止めるが力づくで何度も同機の行動を牡り還したが、母親がモの  
虎全力で止めた．（l．00）症状がこの頃まで軌、た机その後入札（9伽）起床．  
熱が下がり何事もなかったように回復．目がさめた帆異常行動については、全  
く覚えていなかった．鼻欄け引物圃場．  

器
用
 
 

〃
訂
打
 
 

2叩丁／2ハ0 インフルエンザ  

×3／8の投与開始（～3／24）。  
■の為、タミフル†5M■×l／日の投与開始．  

2007／2／22タミフル噌t．（75叩×2′日 －2／23）  

2（Xけ／2／23 夜就寝。  

2007／2／ヱ4（1之：叫〉起床．タミフル75rng／日太織投与催床がおそかったため棚  

の升）．（用朋）玄聞から外に出ようとしているのに父が気付き、もう稚いので外出  
ナるのはやめなさいと冨ったところ居間に戻った．特に異常さは感じなかった  
が、挫から書えるとおかしな行勤だった．（1g舶）鼻＃行動によるI云祐乗硯（非重  
篤）．居間で父とTVをみていた机ふと立ち上がリ2楷に行った．すぐにドンツと昔  
がしたので見るとベランダの下の土の上にいて、ボーッとしていた．家に戻るよう  
うながして一幅に入り、3D分娩にはもうボーッとした感じではなくなった．烹鰍よ  
はっきりしていた．どうして落ちたのか蘭いてもわからないと答えていた．外凱よ  
ごく軽い打ちみのみなので1引こ手当てはしなかった．   

リン酸オセルタミビル  



異常な行動  

駄也中か否か  
（蹴ヰ中：0、t■   たヰ中の■食、 ■■■無かち彙 礪膚でⅥ叫爛  

■♯な行■の■体的な鮮■  
（鋼：幻先については人体的に胃が1見たか？本人が幻鷺t見たのか、  

暮が幻薫壬見ていたょうだと■っているのか？）  

■tな行■■■●■  

緬訴祁●モ抑三方元方夢i鴇蓋お菖二爽う）減車館叙事雨i‾〃自う：…  

（榊弘軋l℃ 却鵬／〝11（6：00淋丸鳳8℃件1削タミフル（投与1不明）内服．タミフル投与（不 明ズ2／日－OT／y21）  
（1研）れ♯行勤あり．10分位．布団に慮って「キャッシュが卒嘉して止書いなが  
ら放いている．（1鷺虔不明〉  
獣疇↓■鸞朽肋（－）．  
2叩5／〝t8 インフルエンザの艦州：畦快．  
珊5／打22（欄）象れ投与（不明Xl／日）．  
2間丁／打21（■加℃の発熱．（タ〉3曾℃．乗眈巾丁．1℃．D型インフルエンザと鯵  
ポ．＊鋼九万．（18朋），曙フル内瓜鶉輪．（乃叩X〟日 一心T／ひが）  
2抑丁／○〝出（1餌場l通きてトイレにしばらくこもっていた．父れが引きずり出し  
た．モのt書鵬昇ったり書りたりを■り遇す．しばらくして1が布訃こ靡かした  
ところ、布団で起書あがり、おかしなことを丁う（他人と惜している）．5分位続い た 
．母tに「算一手は男の子なの」rお母さんはマlトアントワネット」専と書う 
． 少し柑気味だ机いつもよりひどくなっていた．この時発給なく汎○℃台だった  
こと書檎甘している．夕方より（腹■輝から）れはなかったとのこと．■♯行動乗  
1．インフルエンザの畦剛：職快．  
～師丁／〟2ユー【Lめざめてか引ま虚状ト）．鼻★行劇個慎．  
200†／〟加工木網の■用特丁．  

Y●■  

ねlざけ  

軋獣虻俺あ諭獣■滞‾顔面嵐一痢l繕謹おご事前市税‾キジ  
フル工ンザ∧蟹と■断．本1舶叫／扮、ポララミンは叩）3■、ムi如ン（緬由  
鐘、丁ストマリ鵬、加ナール（伽）1≠を処方．（川畑〉乱丁℃あり、上記集椚を  
止用．（21朋〉上記轟欄腹∬用．脚力0）…．（23伽恥1■にいた蒙簑の知らなし一  

うちlこ、2■よりヰ●せ裸足のまftを出て、近くの書で良江されていた．モの捜 iれ遷して、すぐヰかせ、t日fで蝿帳．繕ちたのか飛び下りたのかは不明．  
本人は■が怖くて慮のシャッター書開けベランダ轟、ち外に出たといっている机  
よくtえていないとのことであった．何鴫かは不明であ封t、その節の檎濃では  
劫．Tl⊃であった．  
和明／〟倒l梱、胡．がCあり、兼職。末続鴫は元気もあり、t■も清明で1附こ1  
♯新見はRゎなかった．■書槽書にて．∧書籍璧仏刷毛分■している．  
加00月／1（，．00加．1℃（t†劇〉‡＝℃  
2∝I8／8〃インフルエンザ喝1  

ボルボノールDS、乳酸加レシウム．ラックヒ一書処方された．（痍）漬■あり二  
2叩丁月／！欄加．1℃．t日中）81℃台となるも、また彙触 
． 200丁／Vaく9：叫憤脆■■文書．■■舞霹あり、インフルエンザ迅速で8陽性．  
♯覿ムコダイン、メジコン■、加ナールね方．タミフル（8乙SMIX打日）内嵐  
卜弓／臥  

紺丁／〟l♯れ嬢向あり、■書状膿でt人が♯にみていた．■♯■書（非1  
薫）発現（鼻覆鴫M不明）．インフルエンザ♯懐．  
200丁乃／5（15：叩一用三関）さ儀．（川：叩隕〉自宅リビングのソフ丁の甘もたれに  
集って、王に立ち上がりモこから床に晦精した机慨を打撲したため日放内を  

切って出血．近臣貴書、処tをしてもらった．モの帰宅途中に、ガードレールを tり払えて是ウて乗る＋にれび込もうとしたため、祖母がガードレール越しに檎  
まえた．＊人が■止を義り切ろうとする机カが強かったために祖母は転倒し、  
鼻声に艶朋托■った．■欄作用椚貯眞．（23：咄雛ヰ．  
200丁／M＝剛H川和傭．  
200丁／〟丁■十行山国t．（8日間で同せ〉  
2007／〟2了以上の纏欄屯l恥、た．彙傷止織lよ震人も疲れており、自宅安静lこ  
してみていた．  

①2007／8／l  

◎20ql／】／ち  

‡  
200丁／V5 －  tlカ0  

（D不明  
◎llニ00  

獅丁／】ル（‖朋）本桐馳M■×  2圃／日投与開始（－3／‖）．（川  
で■触■け上がった．＋らAな大書な籠にi飢、かけられた．体を半分に切ら  
れるような、書い砧いと叫ぶ．ホ人はモれを覚えていも．せん妄発現．ふとんで  
押さえつけ、蠣…性輌入れ、10分橡に疇t．モの捜モのような発作はな  
い．せん手回t．（加朋）タミフル内服．  
珊丁／〟柑（l加）タミフル内鳳．   
200丁／03ハlインフルエンザ職快・向仕．  一 
両塙諒榊稚義芳き先方瘡蔀三浪写串だ甜（i篭慶事萌ご錮蓋だ  

は、夜に一人で外をふらつく〉がみられた．  
mTインフルエンサ兜虚  
加丁／3／3他統にてタミフル投与開始（75M■X之固／1日） 

． 2007／3／l幻驚喜見てけにぶつかり触に裂傷を1い当鏡形成外科を受鯵．  
之叫丁／ユ／lO 固t．  

200†／J′3】 不■  

拇しーうんこ＝と怯える 
． ◎掃曝櫨のホースを外し、先1（丁字型柵分に足貴人れようとする．一入らない  
よ止声をかけると吐く．本♯の穴にも足を入れようとナる．蛛が笑うと触った様  
子．  

本人の托：蓼でマンションかられぴ■り、痛み丸く、起き上がり歩こうとして、現実  
による．自分の足を紳闊■本体lこ入れようとしたが自分の体を止められす、そ  
の牡鮫愴が丸くなった．川畑にタミフル搬用し、川：10一批ヰ．1l＝知覚醸し 
、 鼻★行動発現㈹分冊）．働か一犯即再び覿ヰし、2用○に夕食をとる．2200タ  
ミフル旬叫を服用し（ぴ8吐き、l／珊む）．22：15一再び軟憮した机23伽に目を  
集ましれt行動を発現（ら分冊）．2ユ：1哺び敲ヰし、モの捜タミフルは服用なく鼻  

2研一／3／ll： ①t●：00  
王007／3ハlこ ◎量2朝  

t001／〟川 －（》川：50－】訣00  

2007／3ハ曹】◎23：叩－23．05  

♯行勤もなし   

＝、ノ轟lオ■セル々きドル  



異常な行動  

れ 
200丁／03／18（タ  

がり「テスト」と菖  
「早く早く」と本人  
まり笑わない子  

122  80Tt】830川  ‖   ＝＝・■：：一  ■  YtI暮  lO分  Y■●  集≠柵肋  Ho  Nb  H（】   ■      鰍の状職が釣5 ではてし  

けなくし  
た）．  

】  2007／03／20鼻  
本人に聞いたと   

ン 

123  2007／3／，211ユニ叩  No  NtI  瑠 
■  

■≠な行助の■体釣な詳細  
は人体的に何が玉えたか？本人が幻先を見たのか、  
★手鼻ていたようだと書っているのか？）  

ヱ暗に上がろうとした．（外に出ようとした  

lていた．）制止して様子を見ると、笑う朋作（普段あ  

と集っていたのが不気味だったとの母親憤．）．失見当  
モの瞼も韓の中をふらふらとどこに向かうというわ  

う．  

個  
昨  

フルエンザに対して、  木綿隠Om■／日内服．  
2晴間してから起きてきて冊軌の知らない友達の家に遮  

冊最がおかしいと思い抑えて棟カ  に外出しようとした  
ニコと実っていて手足がビクビクと動いていた．しばらく  

ナると治まりモの社服用は中止．以徽、人♯行動はみられていない．本人も紀  

2【氾7／○〟21インフルエンザBと膠断．本椚丁5mlX2回／日投与開始．  
200丁／○ヱ／25（午前）1竹行動集積（非1★）．2＃で一人で臥床していた．その時  
Iiまだ解熟していなかった．1柑にいた母軌が突然のもの書に気がついたとほ  
ぼ闘凱こ大声を出し、大変な井いで精按を下りてさた．母飢が抱さとめた机約  
I釧まど輿tがつづさ、すえていた．その後、反応が正常になり、臥床した．  
2（旧1／02／ヱ8モの檎も隈ホをつづけたが、久井はなかった．紀憺なし．  
後日、母親が○ねると、玄蘭（本人からはよえなしl）の外に大勢の人がいて、が  
やがやとしやべっていた．このため、とても怖かったのだと供述した（もちろん、そ  
のような■実は尤かった）．現在、その記憶はあるものの、本人に■♯はない。  

朝
夕
嘲
夕
餉
夕
 
 

〃
〃
〃
〃
〃
〃
 
 

m
0
0
印
加
即
0
0
 
 

和
 
 

2008／1／用：Ⅳ℃の熱が続いていた．キットでは博性．繰含的にインフルエンザ  
と鯵断しタミフル処方．（夕）タミフル投与．  

200丁／lハ7（蜘）タミフル投与．（午前〉2融から1柑へ突然走り出し、外へ飛び出よ  

うとしたところを母に止められた．その時臓lま赤らんでいて、何も覚えてないとの  

z仙…ハ丁】 牛≠  

精神柵＃系のl川：用（鼻欄簡Ⅷ肌非1k）発現  
200丁／〟丁（18伽）体温：ユ用℃．（夕  

夕
職
夕
嘲
夕
 
 

〃
〃
打
〃
打
 
 

川
相
川
腑
鵬
 
 

乱発虚韓に経められた自他井所見：発熱37．0℃（07／2／1、18：叩）、頭痛、軋▲  
症状（▲水、■づ手り．くしやみ）、蘭節膚、儀幾慮．（22伽）覿寝．（23：00壌）せん妄  
発現俳1★〉．2■にて覿寝中、突然起き階段を「凱、削、Jと震いながら走って  
おりてきた．15分¶20分線えていた．  
20椚／〟8（丁加墳）せん妄軽快．（嘲）本納†2mt内服．（夕）本州72M■内乱  
200†／之／○（梱）本抑之ml内乱（夕林抑2Ml内膿．  

ホ 満子菖ふiマ主面／す癒詭二‾個竜両液■  

2008ハ／11インフルエンザA型に対して、   
捜、ナぐに■吐．母親の判断にて約8晴間後に旭日内服．モの瞳就寝．興暮、  
ふらつき景観（非1鷺）．突然起き出し外にれび出したところを家人におさえられ  
る．禦人より日けがおかしかったとのこと．2一拍にて本人が気付さ状況確放す  
ると、とても恐い夢をみたとのことだった．  
200…／ほ興暮、ふらつ合同償．（8：00）震人よりtほあり．症状は落ち書いて  
おり、矧こかわりないとのことであったため、木調中止にて躊子をみた．  
2叩○ハハ3来快晴矧こ交わったことなし．  

蜘
夕
軌
夕
嘲
夕
嘲
夕
剛
夕
 
 

※2′日）。発症  

時自他支所員：発熱湘．P℃（椚／〟23）、噴、■症状（▲水、▲づまり、くしやみ）、消  
化凛症状（■吐、下ホ）．本制服用後、l時間後位して急に走り出して外へ出て行  
こうとした．母親が¶止したが、甘くポーとしていた。入賞行動（非1鶉）発現．  
不明 人書行動固復．  
200丁／之′28 インフルエンザ軽快。  

三脚′2ノ2一！本瑠㌫、ら－  

所員：発l如9．0℃佃丁／ユ／1818：仙）、雌鳥感、咽頭痘．  
2001／3／柑（仰）本納87．5叩内服．（柑＝80）鼻★行動発現（非責篤）．昼寝の■中  
突然起き上がり、玄関に向かって走り出した．★味不明な菖助もみられた．母親  
が制止し、声をかけたところ、我に返り郎農に摂るが、行動、富勤については紀  
憮がない．（川：00）九♯行動回復．  
以後は症状みられす．  
2007／3／22インフルエンザ回復  

開始．体温：38．陀．（1む10墳）覿牡．（11：叫卜通性の怖れ（書簡）、経世（削、う  
つ？）、霹暮状態発現（非1篤）．（t7：叩）獣廃墟．精神紳蛙症状、けいれん等は 無く 
、七怖のため書の外へれ出そうとする．モの快、この世はいやだ、死にたい  

とはり返す．約20分持続．（け朝欄鳩．（20：30－2耽85）再び敲凛中に数分－5  
分、数分の恐怖の発現が在り。（22こ30墳）就寝中に再び数分の興曽有り。数分～  
5分で改讐．  
200丁／8ユハ3一過性の怖れ（t怖）、嫌世（強いうつ？）、興書状態軽快．何事も  
なくめざめる．その後．附こ員禦なく元気だが、興奮中のことは憶えていない，イ  

2007／3／20（タ）受静後、夕方に帰ってすぐ本卯5mt内服．発症時自他覚所見．  
発熱（J9▼4℃）、礪痛、関節痛、倦怠臥（1時間後）興♯行動発現俳1篤）．急に  
辛をれび出した．敦の周囲を1周し．帰って来て笑っていた。おそらく、この時、ホ  
熱と全身痛があったので、この行動は不可解である．  
興♯行動は止み  薬を中止するよう指示して再発なし  

200丁／3′2インフルエンザB型に対して、本抑5叩X2回／自校与剛缶．発症時  
自他兜所見：発熱39．1℃柏7／03′02〉、頭痛．噴、▲症状（■水〉．  

2DO7／3／8異常行動発現（非量欄）。2固ほど家を飛び出そうとしたが、親が止め  

たたれ大事には至らなかった．本利根与中止．  
2007／3／4異常行動軽快  インフルエンザ回檀   

りン鮪オセルタミビル  



異常な行動  

（飲食中：0．れ轟  
h縫中か寄畑  中じや匂いニr）  

■書な行勤の1体的な鮮■  

■が幻t象よていたようだと■っていものか？）  
餅釧跡弘樹闘猟師推‾轍‾蹴翫菖：韻観が挿き東方∴  

■虞1離したところ、書よ幻積出覆し、唯体斗、暮れるなどの症状が出親し、再  
び胃暮に押さえられて治まった．  （朗：幻兼については人体的に何が見えたか？本人が幻文書見たのか、             ◎＊モt  

■★な行■集札叶鋼  

ンザ迅遭牡鷺体性だがインフルエンザが贅われたため、タミフル、ヘブン糟租処  蔽i‾電線お勺1義＝5蕗r了ni誠子亨浄牧草適：破菌壷鯵ご才シラん圭一■   
方うけ一国分褐叫頑傭する．（用：00慎）モの牡ナぐ鼠★．  
200l／〟5は油伽℃．突然、優の体の上に先り「事☆が一止鷺膝不明のことを  
書う．鼻書書■（軽t）集札．その■、露失♯．シャワーモあぴると元にもどる 
． れ本脚5叩内臓ナる．午捜より♯熟．このⅣL疇たり起きたりの生活．（‖：00）  
■に「うんちはこうーる」と書ったり、r（キの真義へ）行く」と書い、玄鵬とは全く1  
う方向へ一礼＼て行こうとナる．書人の呼びかけに射し、元にもどる．（柑憫消臓  
初■される．当職初鯵鴫はt■清明であり、楕lニーわった様子なし．当験来瞬  
以■は彙■托めす．禽のため入験し．内鳳ヰナベて中止して様子みた．入験  
■、慣熟、薫畦不明書勤讐、全くなくなり．ふつうにナごナ．入験中の頭割OT、  
臓濃も正≠．  
珊●／〟l■井書動囲t．  

2…／〟5！ 3加  

ml／〟l遭峡される  

（◆）判明し．タミフ  

慮叩l／l／！8    2川8  
ル（1馳m〆日）、メイアクト、帆○処方あった→自宅で内服した．ほ1：叩墳）突然 「苦しい」と七つきが■♯（いつもとちがう）になり、自宅之什の慮から鶉びおりた．  
脚軋欄■■でた鴨鴫  書▲は清明であった  

2∝絡／t／川1 2と伽  りて下l＝ある自転暮で走り出ナ．書■を上けていた．人♯行■集積．15分位t、  
帰ってさたがt■がポーつとしており集絡もlまっきりせr、巾まで畔浪．モのM  
の記愴が■い  

2008／〝l【12：00枯れにてインフルエンザA聖と書断し、タミフル処方．錆宅後肢  

用（個分のみ）．（1朗功自宅マンションの2檜より振捧．鷺帥書、■精行勤発  
現．先鼻され、た■暮にて8■験へ搬送．右浪，右下良書折．曇形外科にて手  
♯．闊岬lこ小卿附こて書■．入■．1M関所見なし．インフルエンザテストH－）．  
l－5日 貴熟、ヰが緩いた．また夜間うわごとがあった．  
帽白リハビリM鶴．微熱は檎いているが全体1こ図書犠向．畦1疇♯にて症状  
消失．  
2∞l／○〟10インフルエンザ軽快．  

2008川び川★咄書、■♯行動同t。  

①■t行■  
◎暮暮t■状t  
①疇膚儀析  
q〉下鹸t新  

2801／才／●I  ■  

l  

】   

‡001′え／I    ほこ帥  

2叫一′〝l： 2む00  

之／之－も／】． 網・タ  

慕匂業読：苺醜が所輔ゐ融モぉる■  200l／2／1（12：叫〉き8．S℃の発  ■■  
机キの▲汁よりインフルエンザ∧が証明されたため檎tは先行せf．タ畠うル  
ー5M■鮎一〆8X38処方．（lユ：00）タミフル75叫内服．（出：00沖ミフル丁5Mt内慮 
． その■、朋∫℃の発熱あり．（2紺柄服JO分饅、掴中より突然起きだし父故に  
抱きついたり、キ蛛に暮曝不明な書闊を舞ナる■の■♯行■がみられた偲惰  
を■する義博キしていたとキの弁）．（2●側〉■び入喝した．人♯抒触は直往．（■  
♯行■は絶細分間掃也）  

2的8／∽（網）起床牡lよ暮段と土わらす、前日の記憺は九し．  
2008／打ユ（8加）汎l℃（21カ○）朋．▲℃．＊網投与鋒丁．  ‾‾  

モ粛ご夢漸ジラフ仁王う背あだ鼓東ラブ仁妬毒フ薗丙願二i銀歯  

壌）突然納■の中をぐるぐるまわり始め、モのうちlコ■の豪癖に足をかけ、れぴ  
■りようとした．腋削和ほ爛．父がすぐとり押え、舶■の中にまれ込んで押え  
ていた机的側分間位父のよの内でわめいたり、暮れたりしていた．（21加頃）モ  
のうちに次★に鶉ちついて書て鴫った．▲♯行動軽快．1相加化以上あった．  
2008／〟2丁空欄lま蠣熟しt段とまわりなく、念のため轟枕に再来した．♯刑は  

2叩飲んだだけで中止した．外素餐■晴、慧比ははっさりし檜に貞欄闇招かっ  

た．体1畑．1℃．  
之00l／〟28（★ユ痍8）体温こ耶．5℃く以龍平熟）．  
之00l乃／01インフルエンザ触快■同社．体温朝．丁℃．  
2008／8／8再び来桝．母の措だと、本人も■九たことは何となく鷺えている柵だ  
との由．峰くらい前にも貴職した剛こ、うなされたことがわたとの由．しかし今  
回のよぅにひどくはなかった．  

和明／ぴZl【 ¶・タ  

弼軸恨輌節制蝉誠雨晴轍統蔚統蘭獅謄渦紋  
いた．心鵬繹止の状敵で触書事で■鏡に搬乱農や鱒など繍触カ所にサ折が  
見られた．  
（乗快晴）心肺停止吠撫であり、欄間群生施行したが、全く反応なく死亡確駿と  
なる．偶によると思われる外≠があった．  
（11カ6）死亡穐旺  

（丁／2110：00汚とうとし、■lこ起きるこ蔽i三旨弼ギうLそお肌‘二点盲恵与おる  
ようで、ばっと日を11机1ていた．のどが善しくなり、窓の方へ駆け出し、ギヤー  
ギヤー叫ん  
でいた．5分犠でおさまったが、一応緻急事で運ばれ点濃を打って対応．「苦しく  
て、息をしてても生気が入ってこなくてこわかったJ  
入鏡．来扶持、鷺■漬礼受け巷えもしつかりしていた．モの時の様子を患者自  
身l士薫えていないらしい机ただ「事宙にれび出しモうになった」と掃っている 

． け／2咋蘭l：佃夜に目を暮まして仙．＼よ－、苧が上へ動く、†机lよ－と叫ぶ．怖  
がって泣く．（牛根：00）カロナール内用L（牛恥：叫まだ帆、、どこかに行きそう  
な瞳じがするとのこと．（午織3：20）薫ち暮く．  

2伽l／†／21    沌00  

之∝ll／丁′】け     HS  
t比レベルの低下  

ル】5巾t内服．（却：∞）憲岨書発現（非▲★）．名吼自分の年が言えす、憲沈  
レベル8，入験し、点滴は丁3500mL）にて仙bw．  
2的丁／ぴ11（10伽）鸞汁陣書回復．士繊漬明．覚猷◆）．  
2㈹丁／〟12（10併）解熱．元気あり、退校．インフルエンザの転州：軽快・国旗  

鷺】■レベルの低下  200丁／2／lO    昼  之007／び柑 妻 2m00  

かぜ症状のみ   

い，鳩十・h，し々ミト■ll．  
肇  




